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4月号
平成18年
No.179

3
月
23
日
告
示
さ
れ
た
京
都
府
知
事
選
挙
の
投
票
が
4
月
9
日
に
行
わ
れ
即
日
開
票

の
結
果
、
現
職
の
山
田
啓
二
氏（
自
民
・
公
明
・
民
主
・
社
民
各
党
推
薦
）が
、
新
人
の

衣
笠
洋
子
氏（
共
産
党
推
薦
）に
24
万
票
以
上
の
大
差
を
つ
け
て
圧
勝
し
、
一
期
4
年
の

山
田
府
政
の
実
績
が
府
民
の
各
界
・
各
層
に
評
価
さ
れ
た
。

前
回
の
選
挙
は
、
保
守
が
分
裂
し
た
う
え
に
、
山
田
氏
が
新
人
で
、
知
名
度
不
足
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
共
産
党
推
薦
候
補
を
交
え
て
の
三
つ
巴
の
激
し
い
争
い
と
な
っ
た
が
、

今
回
は
、山
田
氏
と
共
産
の
衣
笠
氏
の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た
た
め
、山
田
陣
営
と
し
て
は
、

山
田
府
政
改
革
の
更
な
る
推
進
の
た
め
に
、
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め
る
こ
と
を
目
標
に

取
り
組
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
浮
動
票
を
取
り
込
む
た
め
に
、
投
票
率
の
上
昇
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
告
示
前
か
ら
、
山
田
候
補
の
勝
利
は
間
違
い
な
い
と
の
楽
観
的
な
見
方
が

強
く
、
山
田
陣
営
に
緊
張
感
が
今
ひ
と
つ
欠
け
る
一
方
で
、
衣
笠
陣
営
も
、
敗
北
は
覚
悟

の
上
で
、
共
産
党
の
幹
部
す
ら
、
次
の
統
一
地
方
選
挙
と
京
都
市
長
選
挙
に
照
準
を
合
わ

せ
て
い
る
と
の
噂
ま
で
聞
か
れ
た
。

さ
す
が
に
、
選
挙
戦
が
進
む
に
連

れ
て
「
府
民
と
心
か
よ
う
女
性
知
事
」

の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
目
立
ち
始
め
、

衣
笠
候
補
の
知
名
度
が
高
ま
る
に
つ

れ
て
、
山
田
陣
営
に
も
警
戒
感
が
出

始
め
、
中
盤
か
ら
終
盤
に
か
け
て
引

き
締
ま
っ
た
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

今
回
の
選
挙
で
、
山
田
氏
は
人
・

間
中
心
の
府
政
の
推
進
を
訴
え
た
。

京
都
府
に
は
今
な
お
南
北
間
格
差
が

あ
り
、
府
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
は

か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
し
か
も

厳
し
い
経
済
環
境
の
下
、
経
済
弱
者
・

生
活
弱
者
に
目
配
り
し
た
、
き
め
細

か
い
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
山

田
氏
の
二
期
目
に
大
い
に
期
待
し
た

い
。

共
産
党
候
補
を
寄
せ
つ
け
ず

故
髙
坂
正
堯
京
大
教
授
の
愛
弟
子

で
、
外
交
・
防
衛
問
題
で
は
与
党
、
野

党
を
通
じ
て
自
他
と
も
に
第
一
人
者
で

あ
る
と
任
じ
て
い
た
、
前
原
誠
司
氏
。

43
歳
の
若
さ
で
民
主
党
の
代
表
と
な
り
、

若
さ
と
行
動
力
、
し
か
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
手
法
で

民
主
党
を
リ
ー
ド
し
、
党
の
体
質
ま
で
も
転
換
さ
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
た
が
、
わ
ず
か
6
ヶ
月

余
り
の
短
命
で
代
表
の
座
を
明
け
渡
す
羽
目
に
陥
っ

た
。
し
か
し
、
誰
の
せ
い
で
も
な
く
、
永
田
議
員
が
入

手
し
た
と
い
う
送
金
メ
ー
ル
を
党
と
し
て
充
分
な
調

査
も
せ
ず
に
、
永
田
議
員
の
言
葉
を
信
じ
込
ん
で
本

物
で
あ
る
と
主
張
し
た
前
原
代
表
の
責
任
は
大
変
重

い
。
し
か
も
、
民
主
党
は
当
の
永
田
議
員
を
除
名
も

出
来
ず
、
永
田
議
員
自
身
は
、
自
ら
の
責
任
の
重
さ

も
自
覚
せ
ず
、
議
員
辞
職
を
あ
く
ま
で
拒
ん
で
い
た
。

前
原
代
表
の
指
導
者
と
し
て
の
力
量
が
問
わ
れ
る
の

も
当
然
で
あ
る
。
前
原
氏
自
身
、
代
表
の
座
を
潔
く

思
い
切
っ
て
辞
任
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ま
こ

と
に
歯
切
れ
が
悪
く
、
居
座
り
の
様
子
さ
え
う
か
が

わ
れ
、
最
後
は
孤
立
無
援
で
、
万
事
尽
き
て
の
退
陣

と
の
印
象
を
与
え
た
。
今
通
常
国
会
は
い
わ
ゆ
る
4

点
セ
ッ
ト
問
題
で
、
野
党
第
一
党
で
あ
る
民
主
党
は

存
在
感
を
充
分
に
発
揮
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
送
金
メ
ー
ル
が
偽
物
で
あ
る
と
民
主
党
が

正
式
に
認
め
て
か
ら
、
国
会
の
論
議
は
誠
に
低
調
で
、

自
民
党
の
一
人
相
撲
に
な
っ
た
感
が
す
る
。
民
主
党

は
自
ら
墓
穴
を
掘
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
の
政
治
は

与
党
と
健
全
な
野
党
が
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
う
ま
く
機
能
す
る
。
民
主
党
が
、
新
し
い
党
首
に

な
っ
た
小
沢
一
郎
氏
に
よ
っ
て
劣
勢
を
挽
回
し
、
自

民
党
を
お
び
や
か
す
よ
う
な
存
在
に
な
り
、
日
本
の

政
治
を
ぜ
ひ
活
性
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

恒 心

京都府知事選挙山田氏、再選を果たす京都府知事選挙山田氏、再選を果たす

再選を果たし、二期目の府政への決意を語る山田知事
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「真の地方分権のために更なる税源移譲を求める二ノ湯議員」

安
倍
官
房
長
官

を
囲
ん
で
の昼

食
会
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平
成
�8
年
度
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
る
総
務
委
員
会
の
予
算
委
嘱
審
査
で
3
月
��
日
、

二
ノ
湯
議
員
は
自
民
党
を
代
表
し
て
、
質
問
に
立
っ

た
。
二
ノ
湯
議
員
の
質
問
は
今
回
で
二
回
目
で
あ
る

が
、
質
問
と
な
る
と
議
事
録
に
残
る
た
め
、
事
前
に

か
な
り
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
議
員

の
質
問
を
聞
い
て
い
る
と
、
な
か
な
か
し
っ
か
り
し

た
論
旨
で
、
高
度
な
事
を
話
題
に
し
て
い
る
の
で
、

多
少
引
け
目
を
感
じ
る
が
、地
方
議
員
時
代
に
経
験
、

体
験
し
た
こ
と
を
市
民
の
目
線
に
立
っ
て
質
問
す
る

こ
と
が
、
二
ノ
湯
議
員
の
持
味
で
あ
る
と
考
え
、
関

西
弁
も
交
え
な
が
ら
質
問
を
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
の

質
問
の
主
な
骨
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
国
も
地
方
も
大
変
な
財
政
難
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
初
頭
に
、
国
、
地
方
に
お
い
て
、
基
本

的
財
政
収
支
の
黒
字
化
と
い
う
目
標
は
本
当
に
達
成

で
き
る
の
か
。
地
方
の
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め
に

は
、
歳
出
の
抑
制
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
が
、
自
治

体
は
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
程
度
ま
で
責
任
を

持
つ
必
要
が
あ
る
の
か
。
②
自
治
体
は
生
活
弱
者
、

経
済
弱
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
行
政
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
地
方
自
治
体
の
独
自
の
福
祉
施
策
ま

で
が
、
否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
③
地
方
の
自
治

体
経
営
の
病
院
で
は
、
小
児
科
や
産
婦
人
科
の
医
師

の
確
保
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
少
子
化
対
策

の
上
か
ら
も
、
小
児
科
・
産
婦
人
科
の
医
師
確
保
の

た
め
に
、
自
治
体
病
院
へ
の
財
政
的
援
助
が
必
要
で

あ
る
。
④
地
方
分
権
推
進
法
が
成
立
し
た
も
の
の
、

地
方
へ
の
財
源
譲
渡
は
今
な
お
不
十
分
で
あ
る
。
真

の
地
方
分
権
が
確
立
し
、
国
と
地
方
が
対
等
・
平
等

に
な
る
た
め
に
、
更
な
る
税
源
移
譲
に
向
け
て
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。

3
月
30
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
平
成
�8
年
度
予
算
・
事
業
計

画
を
審
議
す
る
総
務
委
員
会
で
、
二
ノ
湯
議
員
は
、
質
問

に
立
ち
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
橋
本
会
長
及
び
理
事
に
対
し
て
質
問
し

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
質
疑
は
、
録
画
で
は
あ
る
が
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
全
質
問
者
の
質
疑
の
場
面
が
中
継
さ
れ
る
た
め

に
、
多
く
の
議
員
が
質
問
を
希
望
す
る
。
自
民
党
の
割
当

時
間
は
100
分
で
質
問
者
は
6
人
い
た
た
め
に
、
二
ノ
湯
議

員
の
持
ち
時
間
は
わ
ず
か
�5
分
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
順

番
が
6
番
目
と
最
後
な
の
で
、
先
の
議
員
と
質
問
項
目
が

重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
�5
分
で
あ
っ
て
も
、

6
～
7
項
目
の
質
問
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
二
ノ
湯
議
員
は
、
用
意
し
た
質
問
の
中
で
、
次
の
3

点
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
受
信
料
収
入
の
回

復
を
は
か
り
、
公
平
・
公
正
な
立
場
に
立
ち
、
い
か
な
る

権
力
や
団
体
に
も
左
右
さ
れ
な
い
編
集
権
を
確
立
し
、
国

民
に
必
要
な
情
報
や
各
種
様
々
な
番
組
を
提
供
す
る
べ

き
で
あ
る
。
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
収
入
の
中
に
占
め
る
収

納
費（
受
信
料
を
集
め
る
た
め
の
費
用
）が
、
収
入
の
��
・

7
％
に
な
っ
て
い
る
。
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
自
動

引
き
落
し
の
世
帯
を
増
や
す
な
ど
し
て
も
っ
と
経
費
の
削

減
に
努
力
を
す
べ
き
だ
。
③
年
末
恒
例
と
な
っ
て
い
る
大

晦
日
の
紅
白
歌
合
戦
は
、
少
し
派
手
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
司
会
者
や
歌
手
の
選
考
基
準
も
あ
い
ま
い
だ
。
歌
手

が
歌
唱
力
を
競
う
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
派
手
な
衣

装
や
馬
鹿
騒
ぎ
の
応
援
団
が
目
立
ち
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
橋
本
会
長
以
下
、
理
事
者
側
の
答
弁
は
、

決
し
て
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
二
ノ
湯
議

員
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
は
、
初
め
て
の
質
問
で
あ
る
の
で
、

今
回
は
深
追
い
を
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
当
日
深
夜
��
時

か
ら
朝
方
4
時
過
ぎ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
�
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
中

継
さ
れ
た
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
、
番
組
を
見
ま
し
た
と

の
便
り
が
事
務
所
に
寄
せ
ら
れ
た
。

小
泉
内
閣
の
官
房
副
長
官
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
鈴
木
政
二
参
議
院

議
員
は
、
平
成
�6
年
夏
の
参
院
選
挙

で
当
選
し
た
議
員
を
順
次
官
邸
に
招

き
、
議
員
の
生
の
声
を
聞
く
た
め
に
、

昼
食
会
を
開
催
し
て
い
る
。
去
る
3

月
�0
日
二
ノ
湯
議
員
は
同
僚
の
秋
元

司
議
員
、
藤
野
公
孝
議
員
と
官
邸
を

訪
ね
、
副
長
官
を
囲
む
昼
食
会
に
出

席
し
た
。
運
良
く
、
安
倍
官
房
長
官

も
時
間
が
と
れ
て
五
人
の
議
員
が
カ

ツ
カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
た
。
多
忙
を
き
わ
め
て

い
る
安
倍
官
房
長
官
で
あ
る
が
、
大

変
元
気
そ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
。

「安倍官房長官を囲んで　左端、二ノ湯議員」

地方交付税NHK

参議院総務委員会　二ノ湯議員、地方交付税・NHKで質問
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一日
も
早
い
介
護
福
祉
士
の
招
へ
い
を

人
材
議
連
・
杉
浦
大
臣
に
陳
情

渡
辺
さ
ん　
堂
々
と
初
当
選

伏
見
区
、
府
会
補
選

老
人
介
護
施
設
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
介
護
福
祉

士
を
招
へ
い
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
外
国
人
材

交
流
推
進
議
員
連
盟
で
は
、
一
気
に
動
き
を
加
速

さ
せ
よ
う
と
議
連
の
中
村
博
彦
参
議
員（
議
連
・

事
務
局
長
）、
西
銘
順
志
郎
衆
議
員
、
二
ノ
湯
智

参
議
員
の
3
人
が
、
去
る
3
月
9
日
、
杉
浦
正
健

法
務
大
臣
を
法
務
省
に
訪
ね
た
。
大
臣
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
の
介
護
福
祉
士
の
受
け
入
れ
問
題
に
つ

い
て
は
、
深
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、「
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
は
大
変
真
面
目
で
仕
事
熱
心
で
あ
る
。
特

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
は
家
族
思
い
で
親
元
に
お
金

を
送
金
す
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
民
所
得
の
3
分

の
�
は
海
外
で
の
出
稼
ぎ
に
よ
る
送
金
で
あ
る
」

と
述
べ
、
受
け
入
れ
を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
と

答
え
た
。
日
本
の
老
人
施
設
で
は
日
本
人
だ
け
で

は
働
き
手
が
充
分
に
満
た
さ
れ
ず
、
今
後
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
、
施
設
の
稼
働
力
が
落
ち
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
日
本
政
府
と
の
間
で
取
り
交

わ
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）交
渉
を
早
急
に

実
現
し
、
外
国
か
ら
の
人
材
受
け
入
れ
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
。

京
都
府
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
た
伏
見

区
の
府
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、
新
人
の
女
性
候
補

渡
辺
邦
子
さ
ん
が
、
接
戦
の
す
え
、
初
当
選
を

果
た
し
た
。
清
水
鴻
一
郎
氏
の
衆
議
院
転
出
に

と
も
な
い
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
議
席
に
自
民

党
、
社
民
党
、
共
産
党
の
公
認
候
補
3
人
が
立
候

補
し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
、
地
方
議
員
選
挙
で
、
自

民
党
京
都
府
連
が
初
め
て
公
募
方
式
で
選
考
し
た

候
補
者
。
し
か
も
自
民
党
の
空
席
で
あ
り
、
自
民

党
と
し
て
は
絶
対
に
議
席
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
選
挙
で
あ
っ
た
。
伏
見
区
選
出
の
府

会
・
市
会
議
員
は
も
と
よ
り
、
清
水
鴻
一
郎
衆
議

院
議
員
も
渡
辺
氏
の
た
め
に
全
面
的
な
支
援
態

勢
を
と
っ
た
。
共
産
党
の
強
い
地
域
だ
け
に
、
渡

辺
陣
営
は
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
、
候
補
者
を
先
頭

に
、
必
死
に
な
っ
て
頑
張
っ
た
。
当
日
の
投
票
率

は
3�
・
64
％
と
低
く
、
渡
辺
さ
ん
の
当
選
が
危
ぶ

ま
れ
た
が
、
追
い
す
が
る
共
産
党
を
振
り
切
り

一
一
六
〇
六
票
差
で
渡
辺
さ
ん
が
当
選
し
た
。

「当選を喜ぶ渡辺さん」

自
立
心
、
道
徳
心
、
愛
国
心
を
持
っ

た
青
少
年
の
育
成
は
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
国
を
愛
す
る
心
、

郷
土
を
愛
す
る
心
を
子
供
た
ち
に
育
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
二
ノ
湯
議
員
は
、

市
会
議
員

時
代
、
市

議
会
は
じ

め
様
々
な

場
面
で
子

供
た
ち
が

し
っ
か
り

と
元
気
よ

く
、
国
歌

「
君
が
代
」

を
歌
え
る

よ
う
に
と

提
言
し
て

き
た
。
京

都
市
で
は
二
十
年
前
、
学
校
の
入
学
式
等
で
の
国

歌
斉
唱
率
が
沖
縄
に
次
い
で
低
か
っ
た
が
、
現
場

の
責
任
者
で
あ
る
校
長
先
生
方
と
教
育
委
員
会
の

懸
命
の
努
力
結
果
、
す
ぐ
に
大
半
の
学
校
で
国
歌

が
斉
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
六
年
前
か
ら
全
校

で
国
歌
斉
唱
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
お
膝

下
で
、
し
か
も
石
原
知
事
を
い
た
だ
い
て
い
る
東

京
で
も
、
い
ま
だ
に
国
歌
斉
唱
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾

し
て
い
る
。
二
ノ
湯
議
員
は
国
を
愛
す
る
心
の
基

は
郷
土
を
愛
す
る
心
で
あ
る
と
の
信
念
か
ら
、
こ

れ
ま
で
か
ら
国
歌
と
と
も
に
京
都
市
歌
を
子
供
た

ち
に
、
ぜ
ひ
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
と
提
言
を
続
け

て
き
た
。
京
都
市
歌
は
、
山
紫
水
明
の
京
都
の
情

景
を
織
り
込
み
、
世
界
を
結
び
、
永
久
に
光
輝
く

京
都
で
あ
る
こ
と
を
願
う
素
晴
ら
し
い
市
歌
で
あ

る
。
京
都
市
教
委
は
、
当
初
市
歌
は
、
子
供
た
ち

が
歌
う
の
に
は
難
し
い
の
で
な
い
か
と
心
配
し
て

い
た
。
し
か
し
、
各
方
面
か
ら
の
要
請
に
よ
り
京

都
市
教
育
委
員
会
で
は
二
年
前
に
教
材
と
し
て
、

子
供
た
ち
が
よ
り
親
し
み
を
持
ち
、
歌
い
や
す

い
よ
う
に
編
曲
し
た
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
て
取
り
組

み
を
始
め
、
こ
の
度
、
親
し
み
を
持
っ
て
市
歌

を
歌
お
う
と
い
う
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。
子
供
た
ち
が
、
自
分

達
が
生
ま
れ
、
育
っ
た
地
域
を
愛
し
、
誇
り
に

思
う
た
め
に
も
、
国
歌
と
と
も
に
京
都
市
歌
が

教
育
の
場
で
果
た
す
役
割
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「え
とす」の発行をはじめ、二ノ湯さとし
の政治活動をご支援いただける会員
を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と
主張にご賛同いただき、ご入会下さ
いますようお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所
☎075-315-2228

「杉浦法務大臣に陳情する議連のメンバー」

京都市歌で郷土愛を
市教委、今春から取り組み



平成２年１月�8日第３種郵便物認可� 平成�8年4月�5日発行（毎月�回�5日発行）4月号（№�79）（4）
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・出発時刻：午前9時（時間厳守）
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● �建物修復完成後の京都御所内閑院宮邸跡を特別拝観して、
遅咲きの桜花がすばらしい遊歩道と、花と緑にかこまれ
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無料です。敬老乗車証等、証明できる物を必ずご用意下
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● 代表世話人　北村好司郎　☎075-313-8758
　　　　　　　　　　（当日）090-1140-4964

第158回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第157回
みんなで歩こう湯歩会（参加者50名）

雨の中、井出町・橋本橋にて

二
ノ
湯
議
員　
東
奔
西
走

知
事
選・伏
見
区
補
選

一
、
か
つ
て
野
球
少
年
だ
っ
た
私
も
、
今
の
日
本

の
プ
ロ
野
球
に
は
、
興
味
を
失
く
し
て
い
る
。
し

か
し
、
先
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
だ
け
は
テ
レ
ビ
の
前
に
か
じ

り
つ
き
観
戦
し
た
。
国
の
名
誉
を
背
負
っ
て
の
真

剣
勝
負
は
、
見
ご
た
え
が
あ
っ
た
。

一
、
国
の
借
金
べ
ら
し
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
自

民
党
の
政
府
資
産
圧
縮
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
。

一
等
地
に
あ
る
宿
舎
を
売
却
す
る
方
針
で
検
討
し

て
い
る
。
し
か
し
、
深
夜
ま
で
働
か
せ
て
、
自
宅

が
遠
く
に
あ
れ
ば
、
一
体
ど
う
し
て
家
へ
帰
る
の

か
。
毎
晩
何
万
円
も
か
か
る
タ
ク
シ
ー
代
を
国
が

負
担
す
る
の
か
。
も
う
少
し
じ
っ
く
り
と
考
え
た

方
が
良
さ
そ
う
だ
。

一
、
�7
票
差
で
勝
利
し
た
中
川
圭
一
南
丹
市
長
。

選
挙
違
反
で
逮
捕
さ
れ
辞
任
す
る
羽
目
と
な
っ

た
。
折
角
手
に
し
た
市
長
の
座
。
残
念
無
念
の
気

持
ち
で
あ
ろ
う
が
仕
方
が
な
い
。
再
選
挙
は
、
助

役
と
収
入
役
の
戦
い
。
穏
や
か
で
、
粛
々
と
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

一
、
東
京
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
多
く
の
運
転
手

は
道
を
知
ら
な
い
。
乗
客
も
東
京
が
不
慣
れ
の
人

が
多
い
。
従
っ
て
、
同
じ
目
的
地
で
も
、
運
転
手

に
よ
っ
て
数
百
円
の
差
が
つ
く
。
規
制
緩
和
が
行

き
す
ぎ
て
道
を
知
ら
な
い
運
転
手
が
増
え
た
。
問

題
で
あ
る
。

一
、
政
治
家
は
毎
日
忙
し
く
、
ど
た
ば
た
の
連
続

で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
気
分
が
落
ち
着
く
の
は
、

新
幹
線
に
乗
っ
て
新
聞
を
読
み
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
む
時
。

国
会
開
会
と
重
な
っ
た
た
め
、
国
会
議
員
は
、

山
田
候
補
を
応
援
す
る
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
な

か
っ
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
自
民
党
京
都
府
連
の
副

会
長
と
い
う
立
場
上
、
国
会
日
程
の
合
間
を
縫
っ

て
個
人
演
説
会
に
積
極
的
に
顔
を
出
し
て
山
田
候

補
へ
の
支
持
を
訴
え
た
。
網
野
町
・
久
美
浜
町

の
個
人
演
説
会
に
も
出
向
き
、
計
��
ケ
所
を
回
っ

た
。
ま
た
、
伏
見
区
の
府
会
補
欠
選
挙
に
も
応
援

に
駆
け
つ
け
た
。
参
議
院
議
員
の
場
合
、
京
都
府

全
域
が
選
挙
区
の
た
め
、
活
動
範
囲
が
広
く
な

り
、
東
奔
西
走
の
選
挙
応
援
と
な
っ
た
。

「宇治市の個人演説会で支持を訴える二ノ湯参議員」

去
る
3
月
�6
日
、
綴
喜
郡
井
手
町
多
賀
に
あ
る

日
蓮
宗
の
真
蔵
院
の
檀
家
の
方
々
39
名
が
国
会
見

学
に
訪
れ
た
。
あ
い
に
く
、
二
ノ
湯
議
員
は
、
総

務
委
員
会
開
会
中
の
為
、
国
会
内
を
一
緒
に
ま
わ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
国
会
正
面
で
の
写

真
撮
影
に
参
加
し
た
。

夏まつりのご案内
日時

場所

8月 1日㈫
ホテルグランヴィア京都
（JR京都駅ビル内）
3階宴会場

詳細につきましては、後日ご案内いたします
二ノ湯さとし京都事務所

TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310

お一人様　5,000円
（入場料、会場内ご利用券）

新緑の季節、
国会見学者増える


